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中
の
島
公
ロ
コ弓
博

県
＝

濤

と

山

と

湖

　

。

美

し

い
自

然

　

　

に

着

手

し

、

安

東

氏

Ｅ
係

る

遺

跡

Ｅ

恵

ま

れ

て

い

る

本

村

は

、

地

域

　

　

の

保

存

、

遊

歩

通

、

展

望

台

な

ど

の

魅

力

を

堀

り

起

こ

そ

う

と

、

昭

　

　

の

事

業

を

計

画

的

に

進

め

て

い

ま

和

六

十

年

度

が

ら

三

カ
年

計

画

で

　

　

す

。

安東0ふる
=と

真‐跡ル
=.卜・

整備着

“

.

三
湖
中
の
島
公
園
の
□
―
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
や
交
通
広
場

（ゴ
ー
カ

等
も
完
成
し
、
関
係
者
は
観
光
立

大沼一日遊歩道には、縄文の橋、弥生の橋が架けられた
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ご
み
処
理
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に

管
理
人
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配
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体

重

測

定

や

検

査

を

し

た

あ

と

　

　

　

　

放

牧

さ

れ

た

市

浦

牛

　

　

　

　

　

ぅに
十

月

下

旬

ま

で
過

し

ま

す

歩

道

、

展

望

所

建

設

実

行

委

員

会

そ

の
昔

、

安

東

氏

繁

栄

の

こ
ろ

脇元のお不動山に
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検
診
で
健
康
を
確
ガ
め
よ
う

保
健
衛
生
協
力
委
員
が
対
策
会
議

赤
十
宇
救
援
車

「博
愛
号
」
が
更
新
配
置

心の支えに

キ
蜀
Ｌ
‐く
罰
網
讐
Ш
Ｌ
書
オ

ホームヘルバーを

久保田久子 さん 和嶋 タマエ さん 三和 テツエ さん
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二
男
隼
人
ち
ゃ
Ａ
５
歳
）

自
然
が
あ
る

っ
て

い
い
ナ

ァ
。

ボ
ク
砂
遊
び
大
好
き
な
ん
だ
。

婦人スポーツの集い

参カロ者募集中

B&G屋内プール開館

健 康確 認のチ ヤンス

結核検診、循環器検診を

受け ましょう

納税貯蓄組合にカロ入を

税のなんでも相談

死亡 事故一 一

ゼロ1000日 達成で表彰受ける

お
気
軽
に
相
談
を

相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

日

本

が

戦

後

新

し

く

生

ま

れ

変

わ

っ
た

と

き

、

何

よ

り

も

ま

ず

国

民

の
基

本

的

人

権

の
擁

護

と

人

権

れ

、

基

本

的

人

権

の
尊

重

を

基

調

と

し

た

日

本

国

憲

法

が
制

定

さ

れ

権

擁

護

委

員

法

が
施

行

さ

れ

、

国

民

の
基

本

的

人

権

を

擁

護

し

見

守

る

、

い
わ

ば

民

間

人

に

よ

る

人

権

の
番

人

の
機

関

が

誕

生

し

た

の

で

す

ｃ

こ
れ

が

人

権

擁

護

委

員

制

度

人

権

は

、

人

間

が
平

和

に
生

き

て
行

く

上

で
、

最

も

大

切

な

権

利

た

も

私

も

み

ん

な

人

権

が

尊

重

さ

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。

つ
ま

り

、

人

権

は

共

存

す

る

も

の
な

の

お

互

い
に
人

権

を

守

っ
て

明

る

◆

市

浦

村

の
人

権

擁

護

委

員

は

次

▼
鳴

海

藤

雄電

話

⑫

ｌ

二

〇

六

二

番

▼
成

田

永

吉

磯

松

字

赤

川

三

の
五

〇

電

話

⑫

ｌ

二

五

二

五

番

▼
安

田

源

蔵

十

二

字

深

津

九

七

電
話
⑫
ｌ
三
四
二
六
番
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国
圏
園
圃

剛
病
室
の
掃
除
や
整
と
ん
剛

病
人
が
床
を
離
れ
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
、
手
洗
い
や
洗
面
の

寝
た
き
り
の
病
人
の
場
合
、
ベ

ッ
ド
な
ら
掃
除
機
を
使

っ
て
も
か

団
で
寝
て
い
る
場
合
は
、
ほ
こ
り

¨

］

「

〔

一

〔

室

¨

休

め

る

環

境

は

、

病

気

の
苦

し

み

も

役

立

ち

ま

す

。

住

宅

事

情

が
許

す
限
り
、
理
想
的
な
病
室
の
条
件

▼
静
か
で
あ
る
こ
と

機
械
音
や
テ
レ
ビ
の
音
、
戸
の

気
に
障
る
も
の
で
す
。
特
に
夜
間

昼
間
で
も
薄
暗
く
て
は
心
が
沈

端

馳

お

誕

生

石

岡

城

幸

（脇
二

芳

幸

一二
浦
　
邦

紘

（相
内
）
恭
　
武

江
利

子

（
磯

　

松

）

理

恵

子

（
十

　

一二
）

耕

　

司

（
脇

　

一九
）

節

　

子

（
福

　

岡

）

同
園

回
よ

（
相

内

）

９。
歳

善

（
小

泊

）

５７
歳

水
道
は
暮
ら
し
を
守
る
お
母
さ
ん

遠

い
昔

―

―

こ

の
地

球

上

に
、　

　

　

　

そ

の
大

河

の

ひ

と

つ

に

エ
ジ
プ

ト

文

明

、

メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

文

明

―

　

　

感

謝

し

ま

し

た
。

そ

し

て

い

っ
し

こ

に
住

む

人

々

に
豊

か

な

土

地

を

　

　

と
呼

び

は

じ

め

た

の

で
す

。

与

え

、

日
常

生

活

に
必

要

な

水

を

　

　

　

わ

た

し

た

ち

が
普

段

な

に
げ

な

し

た
ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

史

を

さ

か

の

ば

れ

ば

世

界

の
文

明

落
ち
着
い
て

ゆ
っ
く
り
休
め
る
環
境
を

暮
ら
し
を
支
え
る
水
道
は

″
自
然
の
恵
み
″

現
代
文
明
は

″水
の
道
″
を
つ
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